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先⽉、ロンドンブックフェア（LBF）に参加してきました。筆者にとって初参加だった 2014 年以来、
2 年ぶり 2 回⽬の LBF になります。LBF は昨年、会場を Earls Court から Olympia へと移したため、
Olympia は初。昨年参加した同僚から、会場の構造に慣れず道に迷った話を聞いており、気を引き締
めていましたが、フェアの最終⽇まで会場を彷徨う⾃分がいました（汗）。 

今年のトレンドについてはレポート「ロンドンブックフェア2016」をご覧いただければと思います
が、輸⼊の⽅でしばらくご無沙汰していた海外出版社と新たな関係も構築でき、今回も多数の収穫が
ありました。ポテンシャルのびんびん感じられる作品をたくさんリクエストしてきましたので、皆様
にご紹介するのが楽しみです！ 

本コラムでは、ブックフェアと、フェア前後の⽇に回った書店について、主に写真でご紹介したいと
思います。 

 

↑会場で⽬⽴っていたのはやはりシェイクスピア。今年は没後400年の節⽬の年で、イギリス各地で
記念イベントが⽬⽩押しのようです。もちろんLBFでも関連イベントが多数開催されていました。

http://www.trannet.co.jp/pre_up/new_column/2016/0525lbf.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

←『The Gap of Time』（シェイクスピ
アの『冬物語』を現代を舞台に改変した
作品）を朗読するジャネット ウィンタ
ーソンに遭遇！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→サイン会は⻑蛇の列でした。次のミー
ティングが差し迫っていて叶いません
でしたが、サイン欲しかった！ 

  



↑Translationという⾔葉には反応してしまいます。昨年に引き続き、今年もLiterary Translation（⽂
芸翻訳）のセミナー／イベントが多数開催されました。現在英語圏では翻訳書の割合が増えています。
各セミナー／イベントは⽴ち⾒客が出るほどの⼤盛況で、勢いを感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

←ヤマハミュージックメディアさんに翻訳を
ご依頼いただきました『⾃分の⾳で奏でよう!』
の⽇本語版ポスターが、原書版元Mosaic 
Pressのブースに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓本を⼿にすることが難しい地域の⼦どもに本を届けるThe Book Busプロジェクト。イラストはロ
アルド・ダールの作品でおなじみのクェンティン・ブレイク！ 

 

  

http://www.thebookbus.org/about_the_book_bus.htm


今回はフェアの前後に時間があったので、ロンドン市内の書店もチェックしてきました。⼤型書店の
ベストセラーは共通していましたが、⾒せ⽅はそれぞれに趣向を凝らしていて興味深かったです。ま
た、最近⽇本の書店ではすっかり浸透した感がありますが、雑貨があったり購⼊前の本が読める椅⼦
があったりカフェがあったりと、客を惹きつけ⻑く留まらせるためのしかけもたくさんあり、どの書
店でも思う存分本に浸れる⼼地よい空気を感じました。椅⼦がないフロアで、購⼊前の本を複数冊床
の上に置いて（！）、床に直に坐って読む⼈もチラホラ。まるで⾃分の家みたいにリラックスして読
みふけっている姿や、それを気に留める様⼦もない他の客や店の⼈には、さすがに軽くカルチャーシ
ョックを受けました（笑）。⼤型のぬり絵本や迷路本、地図の本などは、⼦ども向けから⼤⼈向けま
でたくさんの種類が⽬に⼊りました。他にはやはり、シェイクスピアやスターウォーズ、デヴィッド・
ボウイ関連本の存在感が強かったです。 

 

 

←まず向かったのはPiccadilly 
Circusにある⽼舗のHatchards。
1797年創業だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

→Hatchardsのショーウィンド
ウにディスプレイされていた
『SPQR』は、ケンブリッジ⼤学
の古典学の教授、Mary Beard⽒
による古代ローマの本で、イギリ
スではベストセラーになってい
ます。 

  

https://www.hatchards.co.uk/


 

←次に向かったのは、⾔わずと知れたイ
ギリス最⼤の書店チェーンWaterstones
のPiccadilly Circus店。ヨーロッパで1、
２を争う売り場⾯積だそうです。 

 

 

 
↓そしてここにも『SPQR』が。古代ロー
マ⾵の柱か。それにしても凝ってるなあ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←イベントで訪れた著名⼈の中に村上春
樹⽒発⾒！ 

  

https://www.waterstones.com/


 

 

 

←お次はWaterstonesのTrafalgar Square店。すぐ
⽬の前が⼤英博物館、トラファルガー広場というす
ごい⽴地。 

 

 

 

 

 

 

 

↓写真遠くて恐縮ですが、SOHOには個性的な古書店がたくさん。イギリスの神保町や！（笑） 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

←本と⾳楽好きが集う1903年創業の⽼舗Foyles。
フィクション分野では川上弘美⽒の『先⽣の鞄』
の英訳本『Strange Weather in Tokyo』が堂々
の3位でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←ショーウィンドウに横⼭秀夫⽒の『64』の英
訳本『Six Four』が！ 

  

http://www.foyles.co.uk/


 

 

 

 

←⾳楽CDやDVD、楽譜も充実していました。写真の特⼤キ
ャビネットには楽譜が⼊っています。 

 

 

 

 

 

 

 

→遊び⼼を感じる書籍のディスプレイ。 

 

 

 

 

 

 

 

←医学書のコーナーにはなぜか⽩⾐が……。聴診器なども
売っていました（笑）。 

 

 

 

  



 

 

→末尾を飾るにふさわしい、『世界で最も美しい書店』
でも紹介されたDaunt Books。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

↑天窓がある店内。当⽇は⼩⾬⽇和でしたが、⾬⾳が静謐な雰囲気を醸し出していました。

http://www.dauntbooks.co.uk/


 
 
←児童書のフロアの天窓には、壁⾯にな
んとも⼼憎い演出が。 

 

 

 

 

 

 

 

↓おまけのThe Kew Bookshop。 
世界遺産に指定される王⽴植物園のキューガーデンまで⾜を延ばしたところ、駅前にこぢんまりとし
た素敵な本屋さんが！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

←店員さんに売れ筋を聞いたところ、やはりぬ
り絵本や迷路本などのアクティビティブック
が⼈気だそう（ちなみにハリー・ポッターのぬ
り絵本は出るタイミングが少し遅かったとの
こと）。⽂芸翻訳書も存在感を増しており、「⽇
本のものも表に飾ってあるわよ」とのことで回
ってみたら、ここにも『Six Four』が！ 

 

 

 

 

 

 

以上、もちろんブックフェアのためにロンドンまで⾏ったわけですが、それにしても本・本・本づく
しの1週間でした。 

⼩澤⼤介 
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